
奥
義
書
と
起
草
論
（
完
琶

朋
　
漢
　
　
了
　
諦

　
　
奥
義
書
（
q
窟
巳
囎
愚
）
は
古
代
印
度
に
於
け
で
婆
羅
門
（
属
鼠
ヴ
巨
暫
膨
）
哲
學
思
想
の
最
高
潮
を
示
せ
る

　
も
の
で
あ
る
。
從
っ
て
其
の
後
に
出
現
し
π
印
度
の
諸
宗
教
は
．
婆
羅
門
敏
の
正
統
涙
た
る
と
然

　
ら
ざ
る
と
を
問
は
ず
直
接
若
し
く
は
闘
接
、
そ
の
思
想
の
影
響
を
受
け
な
い
竜
の
は
殆
ん
ど
絶
無

　
で
あ
る
と
謂
っ
て
よ
い
。
元
來
、
佛
敏
は
婆
羅
門
敏
に
饗
抗
し
て
興
つ
π
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
．

　
奥
義
書
哲
學
の
影
響
を
被
っ
て
を
る
芝
の
多
い
織
に
於
て
は
、
正
統
婆
羅
門
敏
以
外
の
諸
宗
敏
に

　
優
る
と
竜
，
決
し
て
劣
っ
て
み
な
い
の
で
あ
、
る
。
　
帥
ち
佛
自
身
の
敏
説
ー
ー
特
に
巌
々
黛
彰
塑
）
に
縛

　
ら
る
＼
入
生
の
苦
言
、
苦
界
現
出
　
の
根
原
盛
る
無
明
（
触
ぴ
乱
ξ
3
及
び
識
（
＜
…
冒
欺
営
芦
）
の
槻
念
、
業
を
断
絶
せ

　
る
面
心
黒
熱
箋
君
ご
の
理
想
一
…
を
始
め
と
し
て
．
佛
滅
後
に
於
け
る
大
衆
部
（
㌶
｛
9
飾
雪
嵐
σ
Q
尊
影
）
の
主
張

　
し
た
心
性
本
国
説
及
び
帥
身
成
佛
此
土
入
謹
説
、
更
に
下
っ
て
は
龍
樹
身
煮
且
毒
樹
立
説
の
墓
本
を

　
な
せ
ゐ
申
論
め
説
相
等
に
至
る
ま
で
、
歳
を
経
る
、
に
随
ふ
て
漸
次
奥
義
書
の
思
想
論
法
を
搬
取
．
す

囎
る
傾
向
著
し
一
な
軌
遽
に
起
信
論
に
至
っ
て
奥
義
書
哲
學
と
全
然
そ
の
根
本
義
を
同
じ
う
す
る

　
　
　
　
　
奥
μ
義
講
一
と
艶
煙
儒
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、
　
八
三



夏45墨

　
　
　
　
・
哲
・
鐙
・
　
爾
　
，
究
　
　
第
三
十
三
鍛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四

や
う
に
な
つ
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
｝

　
擁
旭
信
心
U
篇
は
因
縁
分
・
立
義
分
・
解
直
隠
・
修
行
信
心
分
及
び
勘
修
錬
盆
山
の
五
段
に
よ
っ
て

組
織
せ
ら
れ
て
を
る
け
れ
ど
竜
、
そ
の
哲
學
膿
系
の
墓
本
は
立
義
分
と
解
繹
分
と
に
．
於
て
捻
回
さ

れ
て
を
る
。
・
起
面
高
學
の
露
命
は
、
古
謡
の
佛
學
者
の
用
語
に
從
へ
は
晶
心
ご
門
三
大
四
信
五
行

に
外
な
ら
な
．
い
の
で
あ
る
が
、
そ
め
基
本
は
一
心
二
門
三
大
に
存
す
る
。
故
に
今
余
輩
は
こ
の
基

本
観
念
と
奥
義
書
焼
魚
の
根
本
思
想
と
を
比
較
し
て
、
起
信
哲
學
の
本
源
を
闘
か
に
し
・
“
う
と
思

ぷ
。　

起
藩
論
に
謂
ふ
所
の
剛
心
と
は
絶
掛
唯
一
の
純
主
観
的
實
在
で
あ
っ
て
、
一
切
現
象
の
根
本
を

な
す
竜
の
で
あ
る
。
故
に
自
我
の
本
鐙
と
し
て
は
、
之
を
衆
生
心
と
感
け
、
宇
宙
の
實
禮
と
し
て
は
．

之
を
眞
如
と
古
し
て
を
る
。
從
つ
ブ
．
一
心
と
い
ひ
、
衆
．
生
心
と
い
ひ
、
底
上
と
い
ひ
、
各
そ
の
名
穆
は

異
る
け
れ
ど
も
、
畢
覧
す
る
に
皆
弄
れ
吾
人
の
心
膿
を
指
す
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
心
膿
が
迷

界
喜
界
の
一
切
現
象
を
総
撮
せ
る
宇
宙
の
根
本
原
理
な
る
こ
と
を
示
、
し
て
、
本
論
に
は
「
是
心
（
衆
生

心
）
則
口
置
切
世
篭
出
世
間
法
ひ
と
説
き
、
更
に
進
ん
で
「
心
眞
盛
者
覆
面
一
法
界
総
相
、
法
門
膿
、
所
謂
心

牲
不
生
不
減
、
」
と
辣
べ
て
あ
る
。
斯
く
の
如
く
、
宇
宙
の
根
本
原
理
を
我
が
不
生
不
滅
の
心
性
に
蹄



　
せ
ん
と
す
る
唐
よ
り
凱
れ
ば
、
本
論
が
哲
學
的
唯
心
論
に
立
脚
せ
る
こ
．
と
は
翻
心
で
あ
る
と
同
時

　
に
、
從
前
の
佛
敏
思
想
に
封
ず
る
本
論
の
特
色
は
實
に
鼓
に
存
す
る
の
で
あ
る
。
佛
以
來
龍
樹
に

　
至
る
ま
で
唯
心
論
的
思
想
は
心
底
と
し
て
纏
承
せ
ら
れ
だ
の
で
あ
る
が
．
そ
の
唯
心
論
た
る
や
、
何

　
れ
竜
認
識
論
の
砂
面
に
限
ら
れ
て
、
未
だ
哲
前
議
唯
心
論
を
構
成
す
る
に
は
室
ら
な
か
っ
た
。
　
然

　
る
に
西
本
論
は
佛
以
來
胡
傳
の
認
識
論
的
唯
心
論
を
縫
幽
す
る
と
同
時
に
、
之
れ
を
基
礎
と
し
て
哲

　
學
的
唯
心
論
を
建
設
し
π
の
で
あ
る
。
本
論
に
於
て
〔
是
故
三
界
虚
偽
、
唯
心
所
レ
作
、
離
γ
心
則
無
下
六
鷹

　
境
界
ひ
と
言
ひ
、
更
に
そ
の
意
義
を
詮
明
し
て
「
以
＝
切
法
語
從
レ
面
起
、
妄
念
而
生
コ
切
分
別
帥
三
山
別
爵

　
心
嚇
不
レ
見
レ
心
無
職
相
可
”
得
、
當
γ
知
世
問
一
切
境
界
藤
島
昌
衆
生
無
明
磁
心
n
而
得
昌
住
持
冒
疋
故
一
切
法
肩
昌
鏡
中

　
忌
中
無
騨
三
顧
7
得
、
唯
心
虚
妄
、
以
二
心
生
劉
種
種
法
生
心
滅
則
種
種
出
直
故
．
』
と
論
じ
、
荷
叉
「
以
昌
一
切
色
法
本

　
家
磁
心
∵
語
漏
昌
二
色
嚇
：
：
所
謂
一
切
境
界
阯
心
妄
起
故
有
、
若
心
血
轟
於
妄
動
一
則
一
切
境
界
滅
、
唯
一
眞

　
心
無
レ
所
γ
不
レ
偏
、
」
と
陳
べ
て
、
絶
封
の
一
心
動
揺
し
て
識
刎
作
用
を
起
す
か
ら
、
鼓
に
一
切
現
象
生
ず
る

　
の
で
あ
っ
て
、
心
を
離
れ
て
一
法
も
な
く
、
一
切
境
界
皆
我
が
心
よ
事
娼
現
し
、
心
に
於
て
存
立
す
る

　
竜
の
な
る
之
と
を
示
し
て
を
る
。
併
し
本
論
の
唯
心
論
は
か
＼
る
認
識
論
的
見
解
に
止
ら
ず
、
佛

　
及
び
龍
樹
の
敏
説
に
於
て
は
認
め
ら
れ
な
い
形
而
上
學
的
本
篇
た
る
眞
如
を
立
て
一
切
現
象
智

節．

ﾊ
れ
眞
如
の
襯
現
す
る
所
と
な
し
・
而
も
翼
如
は
衆
生
の
一
心
郎
ち
我
が
心
騰
と
観
て
・
以
て
蝕
に

　
　
　
　
　
奥
義
魯
色
漣
信
論
　
　
　

：
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五



1跡6

　
　
　
　
紫
　
愚
・
　
碍
、
究
　
　
第
ぎ
十
三
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六

聖
哲
學
的
唯
心
論
を
構
成
し
π
の
で
あ
る
。
か
や
う
に
認
識
的
論
的
唯
心
r
論
よ
ゆ
哲
野
里
唯
痛
論

に
進
む
こ
と
は
思
想
駿
展
の
自
然
的
過
程
で
あ
る
と
は
い
へ
、
本
論
が
黒
光
の
佛
敏
思
想
に
野
し

て
要
る
特
徴
を
駿
揮
す
る
に
至
つ
π
所
以
は
、
惟
ふ
に
佛
教
以
外
の
思
想
に
影
響
せ
ら
れ
た
蕊
で

あ
る
に
違
ひ
な
い
。
古
代
野
上
に
点
て
、
躍
如
本
傍
心
と
全
く
符
節
を
合
す
る
如
き
思
想
を
磯
表

し
箆
も
の
は
、
奥
義
書
を
措
て
他
に
求
む
る
こ
と
は
禺
凍
諏
。

　
麹
奥
義
賢
哲
學
の
根
本
観
念
は
、
言
ふ
ま
で
も
な
く
梵
萄
替
ピ
5
菖
∀
我
律
げ
琶
雀
目
ご
歌
論
で
あ
る
。
即

ち
宇
宙
の
原
理
た
る
梵
と
自
我
の
原
理
た
る
我
と
が
、
其
本
性
に
於
て
無
差
劉
で
あ
る
と
い
ふ
観

念
φ
、
あ
る
。
　
故
に
チ
ャ
畜
ン
ド
「
ギ
ヤ
奥
義
書
（
（
ぎ
雪
負
。
σ
q
｝
・
覧
う
）
三
。
一
四
。
四
に
は
「
一
切
を
成
し
、
一
切
を

欲
し
．
一
切
・
を
嗅
ぎ
、
ご
切
を
昧
ひ
、
一
切
を
包
み
、
言
は
ず
．
又
愕
か
ざ
る
彼
は
、
即
ち
乱
れ
我
に
し
て
↓
叉

梵
な
う
。
」
と
言
ひ
．
タ
イ
テ
ィ
リ
ー
や
奥
義
書
角
葺
自
身
苧
躍
剛
）
・
）
二
・
八
に
於
て
は
我
を
以
て
或
は
食
（
毒
峯
）

或
は
息
へ
℃
鼠
舞
或
は
意
（
舞
嚢
。
。
）
或
は
識
（
〈
ご
雪
雪
）
或
は
喜
（
診
副
手
）
よ
う
成
る
と
読
き
、
同
書
三
二
i
六
に

は
梵
を
以
て
．
同
じ
く
或
は
塩
竃
は
鳥
葬
は
意
或
は
識
或
は
喜
と
な
し
、
所
謂
五
藏
読
を
以
て
梵
我

の
同
一
性
質
な
る
こ
と
を
顯
示
し
、
更
に
之
二
二
者
の
一
如
な
る
芝
を
直
宮
簡
明
に
登
表
し
て
、
（
爾

即
ち
彼
（
梵
）
な
う
，
」
乎
ヤ
ー
ン
ド
婁
ギ
ヤ
奥
義
書
士
・
ぺ
七
）
「
此
の
我
は
實
に
彼
の
味
な
ウ
、
、
」
（
ヴ
リ
ハ
ド
ア
零

ラ
ヌ
ヤ
ヵ
奥
義
書
斎
嘗
茎
飾
聖
意
算
早
引
や
四
・
四
・
五
中
頭
は
即
ち
梵
な
り
、
」
（
洞
書
目
・
四
・
一
〇
）
等
の
聖
句
を



　
以
て
し
て
を
る
。
故
に
ム
ン
ダ
カ
奥
義
書
9
h
β
ム
算
舞
う
）
に
於
て
は
屡
々
個
人
的
精
髄
π
る
我
が

　
萬
有
の
本
源
た
る
梵
に
蹄
入
合
一
し
得
る
こ
と
を
敏
へ
て
を
る
。

　
　
庵
（
9
盗
）
は
弓
、
我
は
矢
に
し
て
、
梵
は
標
的
な
ム
と
稻
せ
ら
る
。
思
慮
あ
る
人
に
よ
う
て
的
中
ぜ

　
　
ら
れ
て
矢
の
標
的
と
一
た
る
如
く
、
彼
は
梵
と
一
た
る
べ
し
。
（
二
・
ご
・
四
）

　
　
我
を
知
る
者
は
、
一
切
が
包
撮
せ
ら
れ
て
、
光
・
輝
赫
灼
た
6
彼
の
梵
の
最
高
住
慮
を
知
る
。
（
三
・
二
・

　
　
　
ご

　
　
さ
れ
ど
若
し
賢
者
が
精
進
翼
實
及
び
正
念
の
方
便
に
よ
う
て
、
そ
れ
を
勤
介
す
れ
ば
、
彼
の
我
は

　
　
梵
の
住
慮
に
入
る
。
（
三
・
二
．
四
）

　
　
之
に
由
っ
て
観
れ
ば
、
宇
宙
的
原
理
と
し
て
立
て
ら
れ
だ
梵
は
毒
血
論
に
所
謂
眞
如
に
相
當
し
、

　
自
我
の
本
，
膿
と
し
て
立
て
ら
れ
た
我
は
起
信
論
に
研
謂
衆
生
心
に
五
悪
す
’
る
。
蓋
し
自
我
の
本

　
禮
力
る
我
は
チ
ャ
言
ン
ド
『
ギ
ヤ
奥
義
書
三
∴
四
・
三
及
び
八
・
三
・
三
に
示
す
如
く
心
中
に
住
す
る
も
．

　
の
で
あ
っ
て
、
吾
人
の
心
底
を
指
す
か
ら
’
で
あ
る
。
故
に
前
述
し
た
タ
イ
テ
ィ
リ
や
奥
義
書
虹
に
ア

　
イ
タ
ン
葺
や
奥
義
書
（
巴
熱
田
審
占
℃
・
）
六
・
一
・
五
に
は
、
我
を
以
て
識
（
且
蜜
琴
）
よ
ウ
成
れ
る
も
の
と
な
し
、

　
叉
カ
ウ
シ
書
タ
キ
奥
義
書
〔
図
雲
覗
量
門
出
や
）
四
・
一
六
に
は
識
即
ち
我
と
見
倣
し
て
を
る
。
是
れ
帥
ち

闘
我
の
本
質
を
以
て
認
識
の
主
膿
と
な
す
見
解
で
あ
っ
て
、
現
に
ブ
リ
ハ
ド
ア
言
う
ヌ
ヤ
ヵ
奥
義
轡

　
　
　
　
　
奥
義
磐
と
起
信
論
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
ヘ
モ



　
　
　
　
　
・
哲
學
　
研
　
究
　
　
第
ヨ
十
三
仇
蟹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、
　
　
　
　
　
　
八
八

蝿
　
一
・
一
．
M
に
は
、
之
を
認
識
の
主
（
’
、
屯
曇
勝
影
，
喝
毎
．
3
ジ
）
で
あ
る
と
言
っ
て
を
る
。
　
こ
＼
に
於
て
、
奥
義
書
に
は

、
ユ　
．
屡
々
識
我
（
鷲
＆
蟹
ぎ
遵
〉
と
い
ふ
晶
一
｝
心
葉
を
用
み
て
、
我
の
本
質
を
示
し
て
を
る
（
チ
出
自
ン
ド
ー
ギ
や
奥
義

　
書
聖
・
一
二
・
カ
ウ
シ
葦
ク
キ
奥
義
二
三
・
二
）
。
而
し
て
ヤ
馨
ジ
ュ
ニ
ャ
プ
ル
キ
や
黛
a
蜜
く
巳
ξ
曽
）
が
婁
ヤ
ナ
カ
・

　
ゾ
イ
デ
ハ
（
夕
影
ぎ
く
三
山
①
ぎ
）
に
封
し
て
、
「
恰
も
人
が
そ
の
愛
す
る
妻
に
抱
か
る
、
や
、
そ
の
内
に
何
物

　
竜
知
ら
ず
、
叉
そ
の
外
の
何
物
を
竜
知
ら
ざ
る
と
同
じ
く
、
人
一
度
識
我
言
・
急
撃
蒙
じ
）
と
合
馴
す
る
や
、

　
　
一
切
の
外
．
識
を
絶
し
、
叉
鴎
切
の
内
識
現
は
・
れ
ず
。
」
（
ブ
リ
ハ
ド
ァ
「
ラ
ヌ
ヤ
が
奥
義
書
棚
・
三
・
二
ご
．

　
と
響
い
て
を
る
所
か
ら
観
れ
ば
、
所
謂
識
我
と
は
内
外
一
切
の
差
別
的
認
識
を
超
絶
せ
る
純
主
観

　
的
實
在
で
あ
る
こ
と
は
柄
か
で
あ
る
。
さ
す
れ
ば
、
此
の
聖
帝
は
全
く
起
信
論
に
所
謂
一
心
に
9
相

　
當
す
る
と
言
は
ね
ば
な
ら
諏
。
か
く
の
如
く
起
信
論
に
駈
謂
眞
如
衆
生
心
及
び
一
心
が
奥
義
書

　
に
所
謂
梵
・
我
及
び
識
我
に
，
各
相
當
し
、
而
竜
前
者
に
於
け
る
三
種
の
異
名
が
何
れ
も
絶
封
唯
一
の

　
精
紳
的
實
在
を
表
示
し
て
を
る
如
く
、
後
者
に
於
け
る
三
種
の
異
名
毛
亦
同
じ
く
純
‡
観
的
實
在
・

　
を
意
味
す
る
と
す
れ
ば
、
起
信
論
は
そ
の
本
燈
観
察
の
形
式
に
於
て
既
に
奥
義
書
と
一
致
し
て
を

　
る
と
謂
ふ
べ
き
で
あ
る
。
加
之
、
ア
イ
タ
レ
塗
や
奥
義
丈
六
∴
五
に
は
．
識
よ
う
成
れ
る
我
は
梵
な

　
套
、
因
陀
羅
（
H
巳
哩
触
ピ
）
な
ゆ
．
天
主
待
彫
工
冒
奉
加
）
な
ウ
、
一
切
緒
憩
な
ウ
、
多
食
火
水
地
の
五
大
な
ウ
、
一
切
の
微

　
密
な
る
菟
の
混
合
せ
る
も
の
：
：
是
等
は
総
て
識
に
よ
り
て
心
々
せ
ら
れ
、
識
に
よ
う
て
成
立
す
。



識
は
一
切
の
根
本
な
ウ
、
識
は
梵
な
う
。
」
と
陳
べ
て
、
世
界
σ
最
高
原
理
た
る
梵
を
．
以
て
識
よ
ム
成

れ
る
主
観
的
原
理
た
る
我
と
な
し
、
こ
の
我
が
剛
切
萬
有
を
創
造
す
と
な
し
、
起
信
論
と
同
じ
く
哲

學
的
夢
心
論
の
鬼
地
を
顯
示
し
て
を
る
。
奥
義
書
申
、
か
、
る
観
念
論
的
見
解
の
襲
表
せ
ら
れ
て

を
る
箇
所
は
二
三
に
止
ら
な
い
。
就
中
、
プ
リ
ハ
ド
ア
ー
ラ
ヌ
ヤ
カ
奥
義
書
字
・
三
に
於
け
る
ヤ
「

ジ
よ
ヤ
ゾ
〆
キ
ヤ
の
我
に
關
す
る
四
位
説
．
及
カ
ウ
シ
レ
タ
キ
奥
義
書
に
於
け
る
因
陀
羅
（
謬
穿
9
と

馬
鐸
シ
「
（
国
事
圃
）
王
デ
ィ
ヴ
ォ
ダ
｝
サ
（
O
ぎ
象
琶
の
子
ブ
ラ
タ
ル
ダ
ナ
（
H
》
、
酔
げ
螢
負
評
昌
瀞
）
と
の
識
我
論
の
如

き
は
、
明
か
に
哲
學
的
唯
心
論
の
親
念
を
開
示
せ
る
も
の
で
あ
る
。
勿
論
奥
義
書
申
に
は
な
ほ
梵

．
を
以
て
宇
宙
唯
一
の
本
源
と
し
，
輔
考
量
有
は
其
の
早
早
若
し
く
は
顯
現
と
す
る
萬
有
布
敏
的
見

地
に
立
脚
せ
る
所
も
解
く
な
い
が
、
既
に
奥
義
書
に
至
っ
て
は
、
宇
宙
の
根
本
原
理
だ
る
梵
を
主
観

的
原
理
た
る
我
に
養
し
、
一
切
萬
有
を
以
て
里
心
の
所
遣
と
観
た
の
で
あ
る
か
ち
、
奥
義
書
は
從
前

の
萬
読
響
至
聖
思
想
を
搬
取
す
る
と
同
時
に
之
を
基
礎
と
し
て
哲
學
的
唯
心
論
を
建
立
し
尤
と

言
は
ね
ば
な
ら
滋
。
湿
れ
に
由
っ
て
観
て
竜
起
信
論
の
眞
如
本
膿
読
の
淵
源
を
推
知
す
る
こ
と

が
出
來
る
。

1459

二
心
論
に
於
て
は
、
絶
封
不
二
の
一
心
を
本
膣
現
象
爾
方
面
よ
ウ
観
察
し
て
、
心
意
如
門
と
三
生

　
　
　
奥
義
書
と
起
償
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九



1460

　
　
　
　
哲
墨
　
蔚
究
、
箪
三
十
三
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇

威
嚇
と
の
二
種
の
門
を
開
き
、
「
是
二
種
門
皆
餐
墾
囁
一
切
法
h
此
義
云
何
、
白
駒
是
二
門
不
粕
離
層
故
、
」
と
読

い
て
あ
る
ゆ
翼
如
生
滅
山
門
の
上
に
流
亡
に
心
と
い
ふ
同
一
文
字
を
加
ヘ
カ
の
は
、
此
の
二
門
が

一
心
の
雨
義
な
る
乙
と
示
し
て
を
る
の
で
あ
る
。
法
面
は
元
腱
の
仁
義
を
繊
紹
し
て
起
信
論
義

記
霧
中
本
に
於
て
恥
の
一
節
の
意
義
を
解
明
し
て
を
る
。

　
　
以
二
漏
壷
門
是
染
澤
通
相
ハ
通
相
之
外
無
昌
溺
染
澤
一
三
得
顧
慮
擁
嚇
如
”
微
塵
是
量
器
通
相
、
通
相
之
外
無
昌

　
　
別
意
器
嚇
磁
器
皆
爲
ゆ
微
塵
所
掻
轟
誌
面
門
音
常
レ
知
油
壷
准
以
可
y
知
、
生
滅
門
者
是
染
浄
捌
相
、
別
相

　
　
論
法
生
滅
所
レ
撮
、
又
以
置
此
是
翼
如
露
炉
縁
和
合
蟻
壁
作
諸
法
嚇
諸
法
気
無
“
異
膿
肝
煎
擁
二
眞
如
門
一
也
、
以
遮
琵

　
　
器
牧
昌
微
塵
等
「
山
崩
此
二
門
齊
擁
．
不
二
一
故
細
述
詮
転
職
一
心
謄
也
、
：
：
・
答
中
言
レ
不
稲
離
一
者
、
以
5
禮
相
不
。

　
　
白
土
故
、
如
窩
金
輿
昌
荘
為
事
若
以
昌
金
瘡
”
具
具
無
所
造
以
昌
具
雛
金
金
無
論
藩
、
良
以
昌
ご
門
一
揆
杢
膿

　
　
偏
牧
、
此
義
亦
然
、
思
レ
之
レ
可
見
、

　
然
ら
ば
、
如
上
門
と
生
滅
門
と
は
通
別
面
相
の
關
係
に
在
っ
て
、
全
然
不
異
で
あ
る
か
と
い
ぶ
に
、

虚
誕
及
び
法
藏
は
図
れ
等
二
面
を
そ
の
性
用
の
上
か
ら
匠
別
し
て
二
門
不
憎
の
面
明
を
試
み
て

を
る
。
即
ち
不
和
合
門
と
和
合
門
、
不
起
門
と
起
動
門
、
約
面
面
幽
門
と
随
縁
起
心
門
、
混
相
顯
實
門

と
概
素
謡
事
門
、
之
等
四
種
の
匿
理
を
立
て
カ
の
で
あ
る
。
先
づ
面
出
墨
壷
は
絶
讃
卒
等
に
し
て

不
憂
自
立
で
あ
る
か
ら
．
因
縁
の
和
合
を
見
な
い
の
で
あ
る
が
、
生
滅
現
象
は
心
乱
差
別
に
し
て
…
漫



　
臆
意
立
で
あ
る
か
ら
、
因
縁
和
合
に
よ
っ
て
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
次
に
眞
面
面
膿
は
血
膿
で
あ

　
る
か
ら
自
ら
を
決
定
し
得
る
ば
か
う
で
な
く
、
實
膿
な
ら
ざ
る
，
生
滅
現
．
象
を
も
規
定
し
得
る
カ
を

　
有
し
て
を
る
。
之
に
反
し
て
、
實
鰹
で
な
い
生
滅
現
象
は
自
ら
を
規
定
し
得
な
い
と
同
じ
く
文
實

　
膿
を
も
決
定
す
る
ε
は
出
、
來
な
い
。
金
融
が
翼
如
本
膿
を
不
起
門
と
し
て
、
、
不
起
不
滅
必
由
γ
起
立
嚇
由

　
げ
無
レ
有
ゾ
道
心
、
し
と
い
ひ
、
生
滅
現
象
を
起
動
門
と
し
て
、
「
起
必
置
綿
起
嚇
起
含
昌
不
起
散
、
」
と
い
っ
た
庚
以
は
・
鼓

　
に
存
す
る
。
更
に
眞
亜
門
は
李
等
一
味
に
し
て
．
本
露
場
差
洌
で
あ
る
か
ら
、
古
本
鰹
に
立
脚
し
て

　
観
れ
ば
。
衆
生
高
箒
繋
、
凡
夫
と
彌
勒
と
同
一
際
で
あ
っ
、
、
、
迷
悟
染
浄
佛
凡
庸
一
切
の
差
刎
相
を
超

　
絶
す
る
が
、
生
滅
門
は
不
動
の
眞
如
に
由
う
、
重
重
に
随
ム
て
重
心
し
、
能
く
染
浮
を
成
立
せ
し
む
る

　
が
故
に
、
興
如
本
膣
を
約
膿
絶
相
門
と
な
し
．
生
滅
現
象
を
随
縁
起
脇
門
と
な
す
の
で
あ
る
。
終
う

　
に
翼
如
門
は
差
別
相
を
破
壊
せ
ず
し
て
．
而
も
之
を
混
亡
す
る
か
ら
、
生
滅
現
象
を
総
論
し
得
る
と

　
同
時
は
．
只
そ
の
實
禮
の
み
を
開
幽
す
る
故
に
、
之
を
混
丸
儲
實
門
ど
名
づ
け
、
生
滅
門
は
戯
画
を
麗

　
つ
て
之
を
破
ら
ず
し
て
、
現
象
を
成
立
せ
し
め
る
の
で
あ
る
か
ら
蟹
走
を
包
撮
す
る
ε
を
得
、
事
を

　
成
じ
て
而
込
理
を
失
は
な
い
故
に
、
之
を
携
激
成
事
門
と
起
す
る
の
で
あ
る
。
欺
の
如
く
．
不
異
不

　
一
の
關
係
を
保
て
る
翼
如
生
滅
の
こ
門
が
吾
人
め
一
心
の
上
に
開
展
し
來
る
の
で
あ
る
。

騨
　
奥
義
書
に
撃
て
竜
亦
之
と
岡
じ
思
想
が
登
表
せ
ら
れ
て
を
る
・
力
璽
タ
量
義
書
（
雲
量
奮
緊
）

　
　
　
　
　
奥
幾
書
と
起
僧
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一



　
　
　
　
　
哲
學
研
究
　
内
第
三
十
三
號
　
　
　
’
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二

載
　
　
二
．
山
中
、
圃
　
一
二
に
い
～
ハ
。

ユ

　
　
　
梵
よ
ウ
生
ぜ
る
竜
の
と
し
て
、
不
可
見
の
梵
と
可
見
の
世
界
と
の
爾
者
の
實
有
を
認
む
る
こ

　
　
　
と
に
よ
う
て
，
我
は
了
解
せ
ら
る
。
へ
．
き
也
。

　
　
鼓
に
駈
謂
不
可
見
の
梵
と
は
本
膿
で
あ
っ
て
、
起
上
露
に
所
謂
眞
心
門
に
相
幽
し
、
鼓
に
所
謂
可

　
見
の
世
界
と
は
現
象
で
あ
っ
て
，
起
口
論
に
所
謂
生
滅
門
に
相
當
す
る
こ
と
は
言
ふ
を
須
み
な
い
。

　
而
し
て
不
可
見
の
梵
と
可
見
の
世
界
と
が
共
に
唯
一
の
梵
よ
ウ
生
じ
だ
實
在
と
観
る
乙
と
が
我

　
を
了
解
す
る
所
以
で
あ
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
か
ら
、
之
は
菊
瓦
論
に
於
て
一
心
の
上
に
眞
如
生
滅

　
の
二
門
を
開
い
カ
の
と
全
く
符
合
す
る
と
言
は
ね
ば
な
ら
綴
。
更
に
プ
リ
ハ
ー
3
ア
霊
ラ
ヌ
ヤ
カ

　
奥
義
書
五
・
一
二
に
は
不
可
見
の
梵
と
可
見
の
世
界
と
の
池
心
を
述
べ
て
次
の
様
に
説
い
て
を
る
。

　
　
　
彼
の
不
可
見
の
梵
は
無
限
な
ウ
、
此
の
可
見
の
面
識
亦
無
限
な
φ
。
此
の
無
限
な
る
可
見
の

　
　
　
世
界
は
彼
の
無
限
な
る
不
可
見
の
梵
よ
ム
生
ず
。
此
の
無
限
な
る
可
見
の
梵
の
無
限
を
把

　
　
　
捉
す
る
と
同
時
に
彼
の
無
限
な
る
不
可
見
の
梵
音
亦
認
知
せ
ら
る
。

　
　
不
可
見
の
梵
平
瓦
見
の
梵
も
共
に
無
限
に
し
て
遍
在
し
て
を
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
雨
者
共
奪
各

　
　
一
切
の
有
限
界
を
包
擁
す
る
と
い
ふ
ど
で
あ
っ
て
、
是
れ
亦
起
古
論
に
於
い
て
翼
如
生
滅
の
二
門

　
が
皆
各
一
切
法
を
総
心
す
る
と
い
ふ
の
と
同
一
見
地
に
立
て
る
竜
の
で
あ
る
。
眞
如
生
滅
の
二



　
門
が
一
切
法
を
互
に
撮
す
る
厨
以
は
、
肺
門
が
相
離
れ
な
い
故
で
あ
る
如
く
梵
と
世
界
と
が
共
に

　
無
限
遍
在
で
あ
っ
て
、
可
見
の
禁
現
象
）
の
無
限
を
膣
得
す
る
と
同
時
に
、
不
可
見
の
梵
竜
亦
認
知
せ

　
ら
れ
得
る
以
上
は
、
爾
者
竜
亦
相
離
れ
る
こ
と
は
出
血
な
い
の
で
あ
る
。
梵
と
世
界
と
の
不
二
の

　
開
係
を
最
も
徹
底
的
に
詮
表
し
π
奄
の
は
カ
’
．
タ
カ
奥
義
書
に
於
け
る
死
愈
々
魔
（
唄
乱
筆
）
の
言

　
葉
で
あ
る
。
そ
の
二
・
四
∴
○
に
い
ぶ
。

　
　
　
此
の
世
界
に
存
す
る
可
見
の
も
の
と
、
彼
の
梵
に
於
け
る
不
可
見
の
も
の
と
は
同
一
也
。
梵

　
　
　
と
漫
界
と
の
問
に
何
等
か
の
差
異
を
認
む
る
も
の
は
死
よ
ウ
死
に
往
く
。

　
　
然
ら
ば
、
梵
と
世
界
と
の
關
係
は
不
覚
の
一
面
に
止
る
か
と
い
ム
に
、
決
し
て
左
様
で
な
い
。
眞

　
如
生
滅
の
二
心
が
不
異
で
あ
る
と
同
時
に
、
不
一
で
あ
る
如
く
．
梵
と
世
界
と
の
關
係
に
手
播
不
一

　
　
　
ヤ
ド

　
の
他
面
が
あ
る
。
ブ
リ
ハ
ド
ア
7
ラ
ヌ
ヤ
カ
奥
義
書
．
こ
・
三
・
一
に
は
．
梵
の
二
相
を
涯
別
し
て
、
次
の

　
や
う
に
読
い
て
を
る
。

　
　
　
梵
に
二
相
あ
ウ
、
有
形
と
無
形
翼
下
と
不
死
固
定
と
流
動
此
（
早
退
帳
）
と
彼
有
無
限
帥
ち
是
れ
也
。

　
　
梵
の
一
面
の
相
た
る
有
形
と
癖
直
と
固
定
と
此
有
（
有
限
）
と
の
中
、
固
定
を
除
く
外
は
、
面
起
信
論

　
に
所
謂
生
滅
門
の
草
隷
に
一
致
し
、
其
の
他
面
の
相
π
る
無
形
と
不
死
と
流
動
と
彼
有
（
無
限
）
と
の

聾
心
流
動
を
除
く
外
は
、
皆
瀬
起
信
論
に
所
謂
翼
如
門
の
鵬
性
に
類
同
し
て
を
る
。
斯
く
そ
の
三
牲

　
　
　
　
　
奥
義
警
と
起
毛
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
　
　
　
　
丸
E
：
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麟
形
相
は
互
縞
反
し
て
み
て
纂
の
一
面
奮
有
形
慮
夢
更
砦
肴
限
あ
、
現
象
界
は
梵
の
他

　
面
た
る
無
形
・
不
死
・
流
動
・
亀
有
へ
無
限
）
の
本
艘
我
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
櫓
…
侶
の
階
級
亀
、
王
ま
　
の
階
級
も
、
諸
世
界
も
、
諸
憩
も
．
蛋
物
萬
有
　
一
　
棚
〃
、
管
日
疋
れ
　
こ
　
の
嫌
な
リ
。
　
（
プ
　
リ
　
ハ
　
ド
」

　
　
　
ア
ー
ラ
ヌ
ヤ
カ
奥
義
欝
二
・
四
・
六
）

　
　
　
彼
は
微
細
な
る
本
贋
（
一
切
の
根
原
）
に
し
て
、
彼
に
於
て
存
霧
す
る
一
切
は
、
彼
自
身
を
具
有
す
。
　
彼
は
實

　
　
　
祁
な
り
。
　
嫁
は
我
な
り
、
シ
ュ
ヴ
ェ
！
タ
ケ
！
ト
ゥ
（
磯
鴫
¢
仲
L
＄
P
；
）
よ
爾
…
帥
ぢ
彼
な
り
。
（
ヤ
ヤ
」
ン
ー
3
ギ
ヤ
奥
嚢
書
六

　
　
　
ψ
・
八
・
七
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨

　
　
　
2

　
　
　
光
明
、
歳
時
の
本
膳
、
過
去
、
現
左
、
総
て
の
飽
物
．
及
び
総
て
の
原
素
は
、
即
ち
我
な
り
。
　
爾
即
ち
我
乏
な
り
。

　
　
　
爾
と
我
は
一
な
り
。
（
カ
ウ
シ
書
タ
キ
・
奥
患
墨
書
六
）

　
　
以
上
叙
説
し
π
所
に
よ
っ
て
、
起
信
論
の
眞
如
生
滅
二
門
が
不
異
不
一
の
人
面
に
在
る
如
く
、
奥

　
青
書
に
於
け
る
梵
と
世
界
と
の
關
係
も
亦
不
二
不
一
に
し
て
、
梢
離
れ
ざ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は

　
開
瞳
で
あ
っ
て
疑
ひ
を
容
れ
な
い
。
大
藩
こ
の
梵
妙
な
る
竜
の
は
ブ
リ
ハ
ド
ア
ー
ラ
ヌ
ヤ
カ
奥

　
義
書
二
・
五
∴
五
に
説
け
る
如
く
、
萬
有
の
君
主
で
あ
っ
て
総
て
の
車
輻
が
鍛
と
輪
と
の
問
に
包
ま

　
れ
て
を
る
や
う
に
．
萬
有
は
此
の
．
梵
我
の
内
に
包
容
せ
ら
れ
で
を
る
の
で
あ
る
か
ら
、
此
の
梵
我
は

　
一
法
界
の
六
総
相
た
る
翼
如
と
同
じ
く
、
一
切
萬
有
の
統
一
者
で
あ
っ
て
、
宇
宙
に
於
け
る
唯
一
の

　
普
遍
的
實
在
で
あ
る
。
從
っ
て
此
の
梵
我
を
離
れ
て
は
一
物
も
存
在
せ
ず
、
一
切
現
象
帥
ち
梵
我



　
と
な
る
の
で
あ
る
。
起
曲
論
に
於
て
は
、
こ
の
極
の
思
想
を
最
も
開
瞭
に
詮
表
し
て
を
る
。

　
　
　
，
是
故
一
切
法
從
γ
本
巳
來
」
：
：
畢
覧
連
理
、
無
レ
有
一
一
漫
異
寵
不
レ
可
昌
破
壊
一
唯
是
一
心
、
故
名
昌
眞
如
一
・
：
・
此

　
　
　
其
如
膿
無
レ
有
レ
可
γ
遣
、
以
昌
一
州
法
悉
皆
二
野
故
、
亦
無
レ
可
レ
立
、
以
昌
一
切
法
源
躍
如
”
故
、

　
　
こ
㌧
に
於
て
徹
底
せ
る
…
心
象
即
實
在
論
の
心
念
が
、
奥
義
書
の
上
に
竜
、
起
信
論
の
上
に
も
、
共
題

　
し
て
認
め
得
ら
れ
る
こ
と
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
澱
。
荷
爾
書
に
於
い
て
は
此
の
観
念
を
純
宗
敏

　
的
見
地
よ
ウ
詮
表
し
て
、
次
の
や
う
に
論
い
て
を
る
。

　
　
　
無
明
よ
づ
起
る
所
の
緬
て
の
欲
求
は
非
眞
理
を
も
て
覆
は
る
。
故
に
恰
も
財
寳
地
に
隈
…
h

　
　
　
＼
厨
石
臼
々
そ
の
上
を
亡
べ
と
雄
も
、
そ
の
財
寳
の
所
在
を
知
ら
ず
し
て
過
ぐ
る
が
如
く
、
一

　
　
　
切
の
有
惰
は
日
に
梵
天
地
に
到
る
と
雌
も
．
之
を
登
暮
す
る
こ
と
な
し
。
何
と
な
れ
ば
、
人
は

　
　
　
無
嬰
を
以
て
明
を
」
被
ぶ
が
故
に
。
　
（
チ
ヤ
置
ン
ド
置
ギ
ヤ
｛
奥
義
草
魚
∴
二
・
二
）

　
　
　
三
次
顯
下
思
從
昌
生
門
門
∵
即
入
中
興
如
門
甲
所
γ
謂
推
路
碍
管
陰
脚
色
之
興
レ
心
、
六
塵
境
界
畢
覧
無
念
、
以
7
心
無
昌

　
　
　
碧
雲
一
十
方
求
レ
之
絡
「
不
可
得
い
如
妻
入
迷
故
謂
レ
東
爲
レ
西
方
實
不
ウ
蒋
、
衆
生
亦
爾
、
無
下
迷
故
謂
γ
心
、
爲
レ
念

　
　
　
心
（
實
不
レ
動
、
若
能
概
察
知
ゴ
心
無
念
二
輪
得
嘗
随
順
入
レ
眞
如
門
一
故
、
r
起
信
論
）

　
　
爾
書
の
根
本
観
念
が
驚
く
べ
き
ほ
ど
一
致
し
て
を
る
こ
と
は
、
ロ
バ
之
等
二
種
の
本
交
の
意
義
を

鮪
味
ふ
π
ば
か
う
で
竜
、
容
易
に
理
解
し
得
る
所
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
奥
義
嘗
と
起
信
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぞ
　
　
　
九
五
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九
六

　
翼
如
は
無
封
不
二
な
る
唯
一
眞
心
の
禮
で
あ
っ
て
、
不
生
不
滅
李
等
不
憂
の
超
経
験
的
實
在
で

あ
る
か
ら
、
言
象
の
笙
蹄
を
絶
離
す
る
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。
す
で
に
・
言
読
の
祖
を
離
れ
、
名

字
の
相
を
離
れ
、
心
事
の
相
を
離
れ
て
、
吾
人
の
言
語
思
慮
の
及
び
所
に
あ
ら
ず
と
す
れ
ば
．
畢
覧
是

れ
眞
塞
無
相
で
あ
る
。
故
に
起
信
論
に
は
、
「
以
」
切
言
説
假
名
無
レ
實
，
但
随
昌
妄
念
¶
不
可
得
晶
故
、
言
昌
翼
如
櫓

者
亦
無
レ
有
“
相
、
謂
言
読
之
極
、
因
レ
言
遣
レ
言
、
此
翼
興
野
無
レ
有
レ
可
γ
遣
、
：
：
當
レ
知
、
一
切
法
不
γ
可
レ
説
不
レ
可
レ
念
、
故

実
爲
ビ
翼
如
占
と
蓮
べ
て
、
所
謂
離
言
翼
如
の
不
可
知
的
な
る
所
以
を
論
明
し
♂
し
を
る
。
、
．
而
し
て
奥
義

書
に
於
け
る
本
田
我
も
亦
既
に
陳
べ
た
や
う
に
、
絶
巧
無
差
別
の
純
主
観
的
實
膿
で
あ
る
か
ら
、
眞

如
と
同
じ
く
、
相
槍
差
別
の
絆
に
縛
ら
る
＼
吾
人
の
思
慮
言
詮
を
以
っ
て
し
て
は
到
底
捕
捉
表
示

す
る
こ
と
の
灘
來
な
い
竜
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
吾
人
の
見
聞
畳
知
を
以
っ
て
し
で
、
到
底
認
識
す

る
乙
と
の
出
凍
な
い
竜
の
で
あ
る
。
此
の
潰
息
を
最
も
明
瞭
に
論
示
し
π
も
の
は
．
や
じ
ジ
ュ
ニ
ャ
ゾ

ル
キ
ャ
で
あ
る
。
ザ
リ
ハ
ド
ァ
「
ラ
ヌ
ヤ
カ
奥
義
書
三
．
四
・
二
に
於
い
て
彼
は
ウ
シ
ャ
ス
タ
（
d
鶴
。
。
9

に
卑
し
て
、
親
畳
の
へ
翼
の
）
畳
者
を
見
る
こ
と
能
は
ず
、
聴
畳
の
へ
眞
の
噛
畳
者
を
聴
く
可
か
ら
ず
．
理
解
の

解
者
を
解
す
る
乙
と
を
得
ず
．
認
識
者
を
認
む
る
乙
と
能
は
、
ざ
る
な
6
。
」
と
言
っ
て
を
る
。
．
．
部
ち

我
は
純
主
観
の
主
骨
．
で
あ
っ
て
、
意
識
作
用
そ
の
も
の
で
あ
る
。
吾
人
は
意
識
作
用
よ
う
起
る
物



　
心
爾
界
の
客
観
的
現
象
は
之
を
認
め
得
る
が
、
意
識
作
用
そ
の
も
の
は
之
を
認
め
る
乙
と
不
可
能

　
で
あ
る
。
故
に
同
奥
義
書
二
・
四
∴
三
に
於
て
．
彼
は
叉
そ
の
妻
マ
イ
ト
レ
「
イ
丈
寓
ジ
穿
Φ
胤
）
に
封
し

　
て
我
の
不
可
知
的
な
る
こ
と
を
説
明
し
て
．
「
其
故
は
若
し
封
立
が
果
し
て
漏
せ
む
に
は
、
一
は
他
を

　
見
、
他
を
嗅
ぎ
、
他
を
聞
き
他
を
敬
し
、
他
を
知
心
し
他
を
了
解
せ
む
。
　
さ
れ
ど
若
し
我
の
み
が
一
切

　
な
ら
む
に
は
、
如
何
に
し
て
他
を
見
、
他
を
嗅
ぎ
、
他
を
聞
き
、
他
を
敬
し
他
を
知
畳
し
．
他
を
了
解
す
べ

　
き
「
か
。
　
一
切
は
我
に
依
り
て
認
め
ら
る
、
如
何
に
し
て
人
は
そ
の
我
を
認
む
べ
き
か
。
如
何
に
し

　
て
人
は
能
「
患
者
を
認
む
べ
き
か
。
」
と
談
じ
鐙
て
を
る
。
　
是
れ
實
に
起
信
論
に
於
て
翼
如
自
序
の
離

　
言
絶
’
慮
な
る
ζ
と
を
説
き
終
っ
て
難
問
を
設
け
て
、
「
若
如
γ
是
義
者
、
諸
衆
生
干
与
偲
随
順
、
而
能
得
入
」

　
と
言
っ
て
を
る
の
と
全
然
そ
の
趣
を
同
じ
う
せ
る
竜
の
で
あ
る
。
平
信
論
は
此
の
問
に
皆
へ
て
、

　
「
告
知
二
．
切
違
雛
レ
説
無
レ
有
能
設
可
7
読
、
錐
ゾ
念
亦
無
卵
能
念
平
価
念
、
是
名
編
随
順
晒
若
離
昌
於
念
｝
名
爲
昌
得
入
P
と
言
ひ

　
能
詮
駈
設
竜
な
く
、
野
際
所
念
込
な
く
、
畢
覧
不
可
説
不
可
念
な
る
ε
を
知
ウ
、
乙
の
方
便
観
に
依
つ

　
て
男
子
の
域
に
達
す
る
こ
と
、
帥
ち
翼
如
に
得
潤
す
る
正
観
な
る
こ
と
を
敏
へ
て
を
る
が
、
奥
義
書

　
に
於
て
回
避
之
と
同
じ
野
晒
の
方
法
を
説
い
て
を
る
。
　
タ
ラ
ゾ
カ
｝
ラ
奥
義
書
芸
熱
薫
爵
母
鉾
虚
や
）

　
一
・
i
ご
に
於
て
は
、
一
婆
羅
門
の
弟
子
共
師
に
質
し
て
意
息
話
眼
耳
は
曾
者
の
欲
求
命
令
に
よ
つ

細
て
作
用
す
る
か
を
尋
ね
か
と
こ
ろ
が
師
は
そ
れ
は
耳
の
耳
意
の
建
話
の
誕
息
の
手
輿
の
眼
で
あ

　
　
　
　
　
爽
義
書
と
起
信
濾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七



　
　
　
　
　
哲
　
餓
」
研
　
究
　
　
第
三
十
三
蟹
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八

螂
　
る
と
答
へ
て
、
更
に
「
眼
そ
の
腱
に
罪
せ
ず
、
意
穿
話
竜
亦
達
せ
ず
。
吾
入
は
誰
か
如
何
に
し
て
そ
れ

一

　
を
敷
示
し
能
ふ
か
を
知
ら
ず
叉
解
せ
ず
。
そ
れ
は
知
ら
る
、
も
の
に
非
ず
、
さ
れ
ど
そ
は
不
可
知

　
に
も
非
ず
。
か
く
て
古
．
來
之
を
敏
示
せ
し
者
よ
う
相
承
し
て
今
日
に
至
れ
る
な
ウ
。
　
：
：
若
し

　
．
汝
に
し
て
余
・
は
能
く
そ
れ
を
認
む
と
考
へ
な
ば
、
汝
は
恐
ら
く
汝
に
認
め
ら
れ
…
得
る
晶
梵
の
形
相
四
の

　
「
何
禿
る
か
を
惜
か
に
未
だ
知
ら
ぎ
る
也
。
」
と
敏
へ
て
を
る
。
而
し
て
激
ハ
敏
を
受
け
た
弟
子
は
大

　
い
に
悟
る
所
あ
っ
た
と
見
え
て
「
人
の
之
（
梵
）
を
念
ず
る
こ
と
な
く
催
、
彼
之
を
念
ず
る
な
欧
人
の
之

　
を
念
ず
れ
ば
彼
之
を
認
あ
ざ
る
也
。
之
を
畳
る
毛
め
に
よ
っ
て
は
畳
ら
れ
ず
、
之
を
畳
ら
ざ
る
竜

　
の
淀
よ
つ
て
畳
ら
る
。
」
と
宣
べ
て
を
る
。
か
㌧
る
無
念
の
念
・
無
畳
の
畳
を
以
て
梵
を
認
得
す
る

　
方
法
と
な
す
は
起
信
論
が
不
可
読
不
可
念
な
る
～
を
知
る
方
便
槻
に
よ
っ
て
、
翼
如
に
随
順
し
、
離

　
念
の
境
に
達
す
る
正
観
に
よ
つ
て
、
眞
如
に
得
入
す
る
と
読
い
π
翼
意
と
些
し
竜
異
る
厨
ば
な
い
。

　
要
す
る
に
奥
義
書
に
於
け
る
梵
と
魚
信
論
に
於
け
る
翼
如
と
は
そ
の
本
性
に
於
て
何
等
異
る
所

　
が
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
之
を
禮
得
す
．
る
方
法
に
於
て
も
、
亦
全
く
一
致
し
て
を
る
の
で
あ
る
。

　
　
翼
如
の
自
性
は
不
可
知
不
可
読
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
不
可
知
不
可
説
な
る
ζ
と
を
知
ら
し

　
む
る
に
は
、
争
う
し
て
竜
言
論
を
籍
ら
ね
ば
な
ら
漁
。
部
ち
暗
雲
に
得
卜
せ
し
む
る
方
便
と
し
て
、

　
無
差
劉
な
る
竜
の
を
強
び
て
差
溺
的
言
詮
に
繋
げ
る
の
で
あ
る
。
厨
謂
依
言
動
如
と
は
邸
ち
是



れ
で
あ
る
。
之
に
，
就
い
て
溜
起
信
論
に
は
次
の
や
う
に
説
φ
て
あ
る
。

、

　
　
累
次
眞
如
者
、
依
＝
言
垂
分
別
、
有
三
一
種
義
納
云
何
爲
レ
ニ
、
一
翼
二
塁
笙
、
以
二
論
究
爆
薬
レ
實
敗
、
ご
者
如
實
不
空
▼
以
下
有
二

　
　
自
盤
【
具
中
足
無
漏
．
性
功
徳
上
故
」

次
い
で
先
づ
如
實
塞
の
義
を
説
明
し
て

　
、
　
灰
レ
言
笙
、
從
レ
本
章
來
、
一
切
染
、
法
不
二
粗
掴
故
、
謂
離
困
継
切
法
差
別
糀
↓
以
レ
無
二
虚
妄
心
念
一
路
レ
救
、
知
眞
如
自
性
非
二
有

　
　
相
討
非
二
無
難
一
睡
二
非
有
霜
一
非
二
非
無
相
一
樹
有
無
倶
相
両
脚
二
一
粗
↓
非
二
異
相
嚇
無
二
非
一
叢
【
非
白
縄
異
相
唖
非
二
一
異
倶
相
輔
乃
釜

　
　
総
設
、
依
五
　
切
衆
生
以
レ
有
二
妄
心
一
念
念
分
珊
上
土
不
二
相
慮
↓
故
設
爲
レ
窒
、
砦
離
二
軍
心
【
實
無
レ
可
レ
窒
故
、

　
と
論
じ
、
一
切
の
差
別
的
現
象
を
離
れ
、
一
切
の
相
野
的
妄
念
を
脱
せ
る
翼
如
は
一
切
の
差
刎
相
甥

　
の
染
地
．
と
相
容
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
噛
差
別
的
相
可
的
言
詮
の
如
き
は
四
柳
町
に
否
定
ぜ
ね
ば

　
な
ら
な
い
こ
と
を
示
し
て
を
る
。
か
＼
る
墨
壷
の
溝
極
国
都
明
法
は
亦
奥
義
轡
が
働
事
義
を
競

　
明
す
る
こ
と
に
於
て
用
み
て
を
る
所
で
あ
る
。
認
識
の
主
艦
た
る
馬
鞭
均
等
の
我
を
強
ひ
て
吾

　
人
の
維
験
的
思
慮
言
語
を
通
じ
て
爽
表
せ
ん
と
す
る
な
ら
ば
、
吾
人
の
言
慮
に
表
は
る
㌦
蝋
切
現

　
象
の
厨
性
を
悉
く
否
定
し
去
る
の
外
は
な
い
。
故
に
ブ
フ
ハ
ド
ア
『
ラ
ヌ
ヤ
カ
奥
義
・
書
三
．
九
・
二

　
六
に
は
我
は
只
否
定
に
ょ
う
て
詮
示
せ
ら
る
べ
き
毛
の
で
あ
る
と
述
べ
．
て
あ
る
つ
從
っ
て
奥
義

醗
書
中
に
は
屡
々
否
定
的
言
詮
を
以
て
我
に
封
ず
る
溜
極
的
野
明
が
試
み
ら
れ
て
を
る
。

　
　
　
　
　
輿
義
馨
乏
漣
信
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九



　
　
　
　
　
暫
學
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究
　
　
第
三
十
三
魏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輔
O
O

蜘
　
　
　
ガ
套
ル
ギ
「
（
Q
号
σ
q
ご
よ
、
婆
羅
門
が
不
滅
と
名
く
る
も
の
は
、
粗
に
あ
ら
ず
細
に
あ
ら
ず
、
短
に

一　
　
　
あ
ら
ず
長
に
あ
ら
ず
、
（
火
、
の
如
く
）
赤
か
ら
ず
（
水
の
如
く
）
動
か
ず
、
影
な
く
、
愚
な
く
、
風
に
あ
ら
ず
、

　
　
　
空
に
あ
ら
ず
固
着
せ
ず
、
味
な
く
、
臭
な
く
、
事
な
く
、
事
な
く
、
語
な
く
、
意
な
く
、
生
力
な
く
、
息
な
く
，

　
　
　
斜
な
く
、
度
な
く
、
内
な
く
、
外
な
く
、
何
物
を
喰
は
ず
、
叉
何
物
に
幽
玄
は
れ
ず
。
（
ブ
リ
ハ
ド
ア
β

　
　
　
ラ
ヌ
や
勇
奥
義
書
三
．
八
．
八
）

　
　
　
ナ
チ
ケ
雷
タ
ス
（
堵
麟
O
悶
犀
Φ
酔
塾
．
の
）
曰
は
く
、
（
死
軍
耶
摩
団
韓
多
に
饗
し
て
）
、
汝
が
艶
に
あ
ら
ず
、
彼
に
み
ら

　
　
　
ず
、
因
に
あ
ら
ず
、
果
に
あ
ら
ず
、
過
去
に
あ
ら
ず
、
宋
來
に
あ
ら
ず
と
し
て
認
む
る
所
の
も
の
を

　
　
　
余
に
告
げ
よ
。
（
力
葺
タ
カ
奥
義
書
図
箇
嘗
躊
㍗
選
・
で
二
．
一
四
）

　
　
確
信
論
に
於
て
吾
人
の
差
別
的
言
詮
な
る
四
句
を
悉
く
否
定
し
禿
と
同
じ
や
う
に
、
ヤ
｝
ジ
ュ
ニ
ャ

　
ゾ
ル
キ
ヤ
竜
亦
再
三
再
四
曇
；
Φ
鵠
（
非
、
非
）
と
い
ム
簡
軍
な
成
句
を
用
み
て
、
我
の
本
性
を
読
い
て
『

　
を
る
。

　
　
起
聖
母
と
奥
義
書
と
は
蕾
に
本
館
の
溝
極
的
説
明
に
於
て
一
致
し
て
を
る
ば
か
う
で
な
く
、
そ

　
の
積
極
的
説
明
に
於
て
竜
亦
似
蓮
ふ
て
を
る
。
大
聖
、
否
定
の
塞
は
相
封
の
室
で
あ
る
か
ら
、
既
に

　
肯
定
の
有
（
不
潔
を
零
墨
し
て
を
る
。
肯
定
の
有
を
離
れ
て
，
劉
に
否
定
の
空
は
存
し
な
い
の
で
あ

　
る
。
故
に
起
信
奉
に
於
て
な
如
玄
室
に
次
い
で
如
露
不
塞
を
説
い
て
を
る
。



　
　
　
所
γ
言
不
塞
者
、
已
顯
昌
法
膿
室
無
つ
妄
故
、
郎
是
眞
心
、
常
恒
不
攣
葬
法
満
足
、
寒
土
昌
塁
塞
｝
亦
無
レ
有
踊
相
可
風

　
　
　
取
、
以
離
念
境
界
椎
謹
相
慮
孜
、

　
　
法
藏
は
起
史
論
義
記
巻
中
本
に
於
て
眞
如
の
積
極
的
説
明
た
る
「
常
器
不
漁
浮
法
満
，
足
」
の
一
句

　
を
短
し
℃
常
と
恒
と
不
獲
と
浮
法
の
四
種
に
分
ち
、
不
生
不
死
不
老
不
渡
と
常
樂
我
浄
と
の
四
徳

　
を
順
次
に
配
し
て
を
る
。

　
　
　
．
故
寳
性
重
織
、
一
重
以
レ
常
故
塁
生
、
離
銘
意
生
身
”
故
、
二
者
以
レ
恒
故
不
死
、
離
昌
不
尽
議
退
酸
、
三
者
不
攣

　
　
　
故
不
老
、
無
二
無
漏
業
因
、
癖
者
清
涼
故
淋
病
、
無
轟
煩
幡
羅
一
塁
、
此
慰
霊
法
當
三
諦
論
清
凍
以
γ
離
巴
惑
染
一
故
、

　
　
　
又
翻
心
老
墨
ノ
膿
也
、
常
者
常
徳
也
、
恒
者
樂
徳
也
、
以
レ
離
昌
礎
易
若
一
故
、
不
獲
者
常
徳
也
、
以
下
非
昌
業
所
7
繋

　
　
　
自
狂
ム
、
浄
法
者
浄
徳
也
、

　
　
欺
く
の
如
く
、
翼
如
不
塞
の
徳
島
る
常
磁
不
慮
蝕
法
が
不
生
木
死
面
潜
不
病
と
津
樂
我
澤
と
の

　
二
種
の
意
義
を
有
す
と
す
れ
ば
遮
れ
亦
奥
義
書
申
に
説
明
せ
．
ら
れ
て
を
る
梵
の
積
極
的
牲
質
と

　
異
る
所
は
な
い
。
帥
ち
其
一
例
を
墨
ぐ
る
な
ら
ば
チ
ャ
書
ン
ド
ギ
や
奥
義
書
八
二
，
マ
一
に
は
「
我
は

　
不
死
な
う
、
不
感
な
ウ
、
縛
れ
即
ち
梵
な
ウ
、
」
と
b
ひ
、
同
書
入
・
七
∴
に
は
哉
を
以
て
罪
を
脱
し
、
回
せ
ず

　
死
せ
ず
苦
ま
ざ
る
竜
の
と
諒
し
、
シ
温
ヴ
ェ
書
タ
じ
シ
ュ
ゾ
タ
ラ
奥
義
書
（
し
奪
Φ
翁
嶋
養
ぎ
挙
弓
D
）
二
∴
五
に
は
、

働
梵
を
以
て
不
生
永
劫
の
赫
と
な
レ
叉
ぞ
タ
カ
奥
義
書
＝
三
八
に
は
、
我
を
以
イ
禾
生
不
滅
常

　
　
　
　
　
爽
義
磐
と
漣
僧
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一

励
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一
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二

番
虚
無
有
と
な
し
、
又
プ
フ
ハ
ド
ア
罫
ラ
ヌ
ヤ
カ
奥
義
書
四
・
二
五
に
は
「
衰
へ
ず
、
死
せ
ず
、
常
住
不
畏
な

4
主　
る
、
此
の
偉
大
不
生
の
我
は
即
ち
備
な
う
」
と
幽
き
、
禽
叉
同
書
四
・
一
に
は
梵
の
六
胡
を
設
い
て
智
識
・

　
愛
慕
・
實
有
・
無
終
無
二
・
安
住
と
し
て
を
る
。
之
等
梵
の
性
質
申
に
は
、
一
見
起
無
論
に
所
謂
澤
．
法
に

　
．
相
了
す
る
も
の
が
温
い
や
う
で
あ
る
が
、
所
謂
浄
法
と
は
大
智
慧
光
明
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る

　
か
ら
、
梵
の
性
質
π
る
智
識
が
之
に
相
等
す
る
の
で
あ
る
。
奥
義
書
に
於
て
は
こ
の
心
内
の
観
照

　
作
用
力
る
智
識
を
具
膿
的
に
示
し
て
光
明
と
し
て
を
る
厨
が
多
い
。
　
チ
ャ
｝
ン
ド
ギ
や
奥
義
書
八
・

　
四
∴
哺
に
は
、
「
梵
界
に
は
恒
に
光
開
耀
く
」
と
想
い
て
を
る
が
、
之
は
帥
ち
起
信
論
に
所
謂
浮
法
満
足
の

　
義
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
上
述
し
た
所
に
依
れ
ば
、
天
竺
論
の
笹
野
と
奥
義
書
の
梵
我
と
は
、
そ
の
性
質
に
於
て
、
そ
の
表
現

　
に
於
て
毫
し
竜
異
る
所
を
見
孜
い
の
で
あ
る
。

　
次
に
生
滅
門
即
ち
現
象
論
に
進
ん
で
槻
察
し
よ
う
。
郷
信
論
は
生
滅
門
の
説
明
に
移
る
や
、
騨
刀

頭
に
「
聾
H
如
家
運
”
故
有
“
生
滅
心
h
」
♪
陳
べ
て
を
る
。
所
謂
生
滅
心
と
は
生
滅
現
象
の
こ
と
で
あ
る
。

然
ら
ば
干
網
藏
と
は
何
ぞ
や
と
い
ふ
に
是
れ
一
心
の
相
で
あ
っ
て
“
本
論
に
は
「
相
大
、
賊
塁
弾
弓
昌
足

無
量
性
功
徳
赦
」
と
説
い
て
あ
る
。
故
に
至
難
．
藏
と
は
翼
如
が
衆
生
の
妄
法
中
に
存
し
て
、
而
竜
大



　
智
慧
光
明
・
翼
實
識
知
・
欝
性
清
浄
・
常
警
士
澤
・
清
涼
不
平
等
の
如
來
本
甲
の
性
徳
を
包
藏
せ
る
場
合

　
を
い
ふ
の
で
あ
る
。
而
し
て
奥
義
書
に
於
て
、
此
の
如
來
藏
に
相
饗
す
る
竜
の
は
金
胎
（
国
貯
租
冒
σ
q
節

　
年
玉
）
哺
、
あ
る
。
　
シ
ュ
ジ
鴻
明
野
蜜
シ
ュ
ゾ
タ
ラ
奥
義
書
こ
・
哺
六
に
「
彼
は
一
切
方
慮
に
遍
在
せ
る
紳
な

　
う
。
彼
は
金
胎
と
し
て
第
一
に
．
生
れ
て
胎
内
に
在
国
。
」
と
説
き
ム
ン
ダ
カ
奥
義
書
一
・
九
に
は
、
』

　
切
を
認
あ
、
｝
切
を
知
ウ
、
思
惟
智
識
よ
う
成
れ
惹
彼
（
最
高
梵
）
よ
ウ
此
梵
（
金
胎
）
の
名
相
及
び
色
を
生

　
ず
、
」
と
言
ひ
ア
イ
タ
レ
君
や
奥
義
書
二
・
三
・
八
に
は
、
金
胎
を
獲
得
す
る
こ
と
に
關
す
る
掲
頚
を
列
記

　
し
て
を
る
が
、
其
々
に
「
畳
者
は
彼
の
梵
に
因
ウ
て
．
罪
悪
を
離
聴
し
て
、
天
上
界
に
往
き
、
宇
宙
精
憩
π

　
る
金
胎
と
合
一
す
。
」
と
述
べ
て
あ
る
。
之
に
よ
っ
て
観
る
と
、
金
胎
ば
宇
宙
の
本
膿
だ
る
最
高
梵

　
よ
塵
第
一
に
分
出
し
て
、
一
切
現
象
の
原
始
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
而
竜
チ
ャ
貰
ン
ド
「
ギ
ヤ
奥
義

　
書
八
・
五
・
三
に
説
け
る
如
く
、
金
胎
は
梵
の
城
で
あ
っ
て
、
そ
の
性
徳
よ
り
言
へ
ば
、
最
高
梵
と
何
等
異

　
る
所
が
な
い
の
で
あ
る
か
ら
之
を
膿
得
せ
る
畳
者
は
一
切
の
罪
悪
を
離
脱
ず
る
の
で
あ
る
。
起

　
信
論
に
所
謂
如
來
藏
も
亦
生
滅
現
象
の
原
始
と
し
て
、
眞
如
よ
ウ
第
一
に
生
れ
π
も
の
と
い
ふ
べ

　
く
、
而
竜
眞
如
の
性
徳
を
包
含
せ
る
と
同
時
に
、
策
修
の
力
に
よ
っ
て
そ
の
性
徳
を
出
生
し
得
る
の

　
で
あ
る
。
故
に
奥
義
書
に
於
け
る
梵
我
と
金
胎
と
の
關
係
は
、
弱
弟
論
に
於
け
る
翼
如
と
如
來
藏

胴
と
の
關
係
に
異
ら
な
い
の
で
あ
る
・
松
杢
交
）
博
士
は
起
信
論
師
が
事
大
を
詮
表
す
る
に
就
い
て
・

　
　
　
　
　
．
奥
義
書
と
旭
儒
論
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三
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一
〇
四

粥
　
此
の
金
胎
と
い
ふ
言
葉
に
思
事
つ
た
の
で
あ
る
が
、
之
を
佛
敏
的
表
現
に
改
め
て
如
來
日
暮
げ
讃
客
曽

－
　
　
、　
藏
と
画
け
π
の
で
あ
る
と
言
は
れ
た
が
、
之
は
實
に
興
味
あ
る
正
當
．
な
見
解
と
い
は
ね
ば
な
ち
綴
。

　
惟
ふ
に
藏
と
い
ふ
文
墨
は
胎
と
同
じ
く
包
含
を
意
堕
す
る
梵
語
の
σ
⇔
残
夢
夢
を
課
し
た
も
の
で
あ

　
ら
う
。

　
　
野
趣
再
論
に
は
生
滅
門
開
展
の
第
一
原
理
と
．
し
て
阿
開
田
識
（
緯
線
署
凶
』
雪
雪
）
を
論
い
て
を
る
。

　
眞
諦
は
之
を
無
洩
と
直
無
し
、
金
紫
は
之
を
藏
と
義
識
し
て
を
る
が
、
溢
者
其
意
味
同
一
で
あ
っ
て
、

　
宇
宙
萬
有
を
開
画
す
る
勢
力
を
此
の
識
に
藏
あ
て
失
没
せ
な
い
と
い
ふ
義
で
あ
る
。
從
っ
て
之

　
は
不
生
滅
の
翼
廊
と
生
滅
の
現
象
と
を
結
合
せ
し
む
る
作
用
を
有
す
る
か
ら
、
本
論
に
は
「
厨
謂
不

　
生
滅
與
卿
亜
滅
一
和
合
雰
」
非
レ
異
、
名
地
陶
黎
野
壷
；
と
説
い
て
あ
る
。
而
竜
そ
の
作
用
は
眞
そ
の
竜
の

　
の
妙
用
で
あ
る
か
ら
、
之
は
實
に
一
切
世
界
の
根
本
識
と
い
ふ
こ
と
が
出
家
る
。
故
に
本
論
に
は

　
「
走
読
有
昌
二
種
義
能
蟹
』
切
法
蚕
棚
日
切
法
嚇
面
立
爲
レ
ニ
、
一
壷
壁
義
、
二
者
不
離
叢
、
」
と
述
べ
て
あ
る
。
畳

　
の
義
あ
る
が
故
に
、
鼓
に
選
滅
門
即
ち
悟
う
の
方
面
開
け
、
不
覧
の
義
あ
る
が
故
に
．
鼓
に
流
轄
門
帥

　
ち
迷
ひ
の
方
面
開
け
來
る
の
で
あ
る
。

　
　
奥
義
書
に
於
て
は
、
此
の
阿
五
識
識
に
正
し
く
相
當
す
る
も
の
が
詮
か
．
れ
て
る
な
い
け
れ
共
マ

　
イ
ゼ
ラ
「
ヤ
ナ
奥
義
書
3
旨
鉦
げ
三
軍
膨
占
℃
・
）
一
二
・
二
に
は
、
季
等
不
尽
の
我
が
流
証
す
る
道
行
を
衣
の
や



へ

　
　
う
に
述
べ
て
を
る
。

　
　
　
　
彼
の
不
滅
の
我
は
蓬
華
の
上
の
水
滴
の
如
し
。
彼
は
自
性
（
娼
皆
5
ε
の
徳
（
q
q
お
9
）
に
制
せ
ら
る
。

　
　
　
　
堕
す
で
に
制
せ
ら
る
＼
が
故
に
、
彼
迷
ふ
。
迷
ふ
が
故
に
彼
自
ら
の
裡
に
序
す
る
創
造
主
な

　
　
　
　
る
聖
な
る
瀞
を
認
む
る
こ
と
能
は
ず
。
徳
の
波
に
蓮
ば
れ
て
、
彼
の
早
耳
・
不
定
・
動
揺
・
不
具
・
愛

　
　
　
　
欲
・
迷
妄
に
耳
翼
さ
れ
て
、
肖
ら
信
ず
ら
く
、
こ
れ
は
是
れ
自
我
、
昂
れ
は
跨
れ
我
有
と
。
恰
も
鳥

　
　
　
　
が
綱
に
懸
る
如
く
．
彼
は
彼
の
我
に
よ
β
て
そ
の
我
を
縛
し
、
そ
の
後
彼
の
糟
取
に
塵
追
ぜ
ら

　
　
　
　
れ
て
善
悪
の
生
に
入
る
。

　
　
　
鼓
に
所
謂
自
性
は
、
シ
ュ
ヴ
苫
『
タ
シ
ュ
ゾ
｝
タ
ラ
奥
義
書
四
∴
○
等
に
説
か
れ
て
を
る
如
き
自
然

　
　
界
を
意
味
す
る
も
の
で
は
次
K
て
、
密
法
訪
言
窪
答
）
爆
風
が
世
界
遣
出
の
根
本
原
理
と
し
て
、
紳
我

　
　
（
娼
瓢
ぎ
蓄
）
と
野
立
せ
し
め
π
も
の
に
近
似
し
て
を
る
。
而
竜
マ
イ
塾
ラ
ぎ
ラ
ナ
奥
義
書
六
・
三
〇
に

　
　
は
此
の
φ
鐸
蟹
を
以
て
僧
法
學
涙
に
所
謂
三
徳
（
言
償
昌
蔀
）
の
活
動
の
結
果
、
自
性
よ
ウ
第
一
に
生
ず
る

　
　
大
喜
9
暮
）
と
し
て
を
る
。
金
七
十
論
に
於
て
は
此
の
大
を
干
し
て
「
大
逆
或
名
γ
畳
恩
名
昌
意
想
嚇
或
名
昌
偏

　
満
扁
嘉
名
昌
知
識
嚇
或
名
爲
レ
慧
、
是
大
即
“
於
知
一
画
大
路
γ
智
、
」
と
言
っ
て
あ
る
か
ら
、
大
は
知
の
原
理
郎
ち
意
識

’
　
作
用
の
根
原
に
外
な
ら
な
い
。
さ
す
れ
ば
本
膿
我
を
翻
し
て
之
を
迷
は
し
む
る
所
の
感
性
の
徳

踊
　
は
即
ち
起
叢
論
に
所
謂
寒
卵
耶
識
の
義
に
類
同
し
を
る
。
加
之
シ
ュ
ヴ
ェ
君
タ
ー
シ
ュ
ゾ
タ
ラ
奥
義
・

　
　
　
　
　
　
奥
義
露
と
越
信
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五
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〇
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嬬
書
五
．
一
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

上

　
　
　
不
滅
に
し
て
無
限
な
る
最
高
梵
の
裡
に
知
と
無
知
と
を
藏
す
。
　
一
は
無
知
に
し
て
生
滅
し
、

　
　
　
他
は
知
に
し
て
常
住
な
ウ
。
さ
れ
ど
知
と
無
知
と
を
支
配
す
る
彼
は
之
に
異
れ
う
。

　
と
言
っ
て
を
る
の
は
、
起
信
論
に
阿
黎
耶
識
即
ち
翼
如
の
作
用
に
畳
と
不
畳
と
の
二
義
あ
亘
と
説

　
い
て
を
る
の
竜
、
些
し
も
異
る
所
は
な
い
。

　
　
既
に
述
べ
π
や
う
に
、
一
切
現
象
皆
堪
れ
翼
翼
、
而
竜
眞
如
そ
の
，
竜
の
は
自
性
清
弱
卒
等
無
差
別

　
な
る
と
す
れ
ば
、
雑
多
馴
化
極
ム
な
き
差
華
甲
現
象
は
何
々
の
よ
ウ
生
じ
た
の
で
あ
ら
う
か
。
叉

　
李
等
無
差
別
な
る
聖
帝
の
作
用
は
何
故
不
畳
の
義
を
有
す
る
の
で
あ
ら
う
か
。
軽
信
論
は
之
を

　
説
明
す
る
に
奥
義
書
と
同
じ
く
無
明
（
三
里
、
帥
）
の
カ
を
以
て
し
π
。
シ
ュ
ヴ
託
タ
置
シ
。
ゾ
『
タ
ラ

　
奥
義
書
四
ム
に
、
「
梵
は
本
章
無
色
（
無
差
甥
）
な
ウ
し
が
、
無
明
に
よ
う
て
偶
然
無
量
の
色
（
差
励
）
を
生
じ

　
た
ウ
。
」
と
論
い
て
を
る
が
、
起
信
論
に
竜
之
と
同
じ
く
「
野
心
從
レ
本
号
蘂
霞
性
清
気
、
而
有
隔
蕪
里
爲
昌
無

　
明
一
所
び
染
有
昌
其
染
心
一
」
と
言
っ
て
を
る
。
然
ら
ば
、
無
明
と
は
何
ぞ
や
と
い
ふ
に
奥
義
書
に
於
て
は
此

　
意
義
に
就
い
て
多
少
の
憂
遷
が
な
い
で
も
な
い
が
、
畢
覧
す
る
に
本
膳
我
の
飛
知
に
暗
く
、
梵
の
眞

　
正
我
な
る
こ
と
を
知
ら
な
い
無
知
を
意
味
す
る
、
約
言
す
れ
ば
現
世
に
於
け
る
早
事
智
を
意
味
す

　
る
の
で
あ
る
。
大
膿
、
吾
人
の
意
識
作
用
は
差
溺
に
よ
っ
て
生
ず
る
の
で
あ
る
か
ら
、
意
識
作
用
と



1477

無
明
と
は
終
始
離
れ
る
こ
と
は
出
汐
な
い
の
で
あ
る
。
叢
れ
前
掲
の
奥
義
書
に
於
て
無
明
を
以

て
梵
の
本
具
す
る
所
と
な
す
所
以
で
あ
る
。
起
信
論
に
於
け
る
無
明
の
意
味
竜
亦
之
と
符
合
し

て
を
る
。
　
そ
の
新
課
に
い
ム

　
　
復
配
護
本
性
無
昌
差
別
一
故
、
錐
ヨ
復
偏
生
L
切
境
界
”
而
無
知
憂
易
州
以
レ
不
レ
畳
疇
二
法
界
一
故
、
不
相
帯
無
明
分
別

　
　
起
生
昌
諸
染
心
嚇

　
所
謂
一
法
界
と
は
李
等
藩
論
の
翼
如
で
あ
る
。
そ
の
蔑
如
の
實
膿
の
何
だ
る
か
を
知
ら
ず
、
そ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

の
，
眞
性
に
達
せ
ず
し
て
、
只
そ
の
形
相
に
著
し
て
實
有
と
な
す
か
ら
、
無
明
帥
ち
差
別
的
妄
念
が
、
起

る
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
話
し
て
な
ほ
論
に
「
以
レ
依
陶
愚
将
識
詮
レ
有
”
柵
無
墾
」
と
一
一
一
っ
て
を
る
所
か
ら
観

れ
ば
、
無
明
は
眞
如
の
作
用
だ
る
阿
黎
面
識
の
活
動
す
る
と
同
時
に
生
起
す
る
竜
の
で
あ
る
か
ら
、

翼
如
は
無
明
を
議
論
し
て
を
る
も
の
と
言
は
ね
ば
な
ら
臓
。
　
こ
の
他
篇
章
屡
々
眞
如
と
無
明
と

そ
の
騰
分
つ
べ
か
ら
ざ
る
竜
の
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
を
る
。

　
　
同
相
者
蔑
如
島
種
々
琵
器
皆
同
微
塵
性
相
嚇
如
是
無
漏
無
明
種
々
業
幻
、
皆
蜜
蝋
如
性
相
、

　
　
以
昌
一
切
心
識
之
墨
譜
是
無
明
（
無
明
之
相
々
レ
離
豊
性
嚇
非
レ
可
レ
壊
非
財
宝
1
壊
、

　
　
所
謂
不
論
義
藩
音
画
黙
南
蛮
知
一
翼
如
法
一
一
故
、
袖
畳
心
意
而
有
一
一
其
念
”
念
無
畜
上
相
一
雨
レ
離
昌
本
畳
嚇

　
　
所
謂
以
“
依
レ
眞
如
法
一
軸
有
昌
謡
曲
興
以
γ
有
配
無
明
染
法
因
故
即
露
悪
習
眞
如
以
扁
蕪
習
［
前
期
有
呂
妄
心
嚇
以
ド

　
　
　
　
奥
義
警
と
趨
信
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七
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齢
　
　
　
　
有
輔
妄
心
一
即
蕪
昌
習
無
明
一
罪
”
了
甲
”
翼
如
法
“
故
不
壷
念
起
現
轟
妄
境
界
n

1
　
　
要
す
る
に
、
無
明
に
關
す
る
起
信
論
の
説
は
奥
義
書
に
於
け
る
そ
れ
に
聾
す
る
思
想
を
縫
承
し

　
差
竜
の
で
あ
る
と
言
は
ね
ば
な
ら
．
毅
。

　
　
前
述
し
π
や
う
に
吾
人
の
差
圃
智
渉
、
蔀
ち
無
明
で
あ
る
と
し
た
な
ら
ば
、
吾
λ
の
認
む
る
如
き

　
差
別
現
象
界
は
皆
無
明
の
妄
念
よ
り
生
じ
來
つ
だ
竜
の
で
あ
っ
て
、
毫
も
本
質
な
き
竜
の
で
あ
る

　
　
こ
と
は
一
高
♪
丁
田
で
議
も
な
い
。
　
傍
っ
て
シ
ュ
ヴ
エ
互
タ
喜
シ
ュ
ヴ
’
タ
ラ
轟
奥
義
書
四
・
九
i
一
〇
に
は
世
界
ゐ

　
を
以
て
幻
影
（
目
碧
帥
）
と
し
、
梵
を
以
て
幻
術
師
（
鷺
脚
継
と
し
、
幻
術
師
が
由
っ
て
以
て
聖
詩
供
物
供
犠

　
苦
行
過
去
末
來
及
び
総
て
の
吠
陀
…
敏
読
を
生
ず
る
所
に
於
て
、
幻
術
師
以
外
の
菟
の
は
彼
の
幻
影

　
に
よ
ウ
繋
縛
せ
ら
る
。
」
と
読
い
て
を
る
が
、
短
信
論
も
亦
之
と
同
じ
く
不
畳
よ
ム
生
ず
る
一
切
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
象
を
幻
影
の
如
く
観
て
、
「
不
畳
心
・
起
爆
有
昌
其
念
嚇
念
無
昌
自
相
暗
不
γ
離
上
本
畳
h
猶
如
”
迷
入
墨
レ
粗
暴
迷
、
若
離
一
一
於
・

　
方
一
則
無
炉
有
γ
迷
”
衆
生
亦
爾
、
依
レ
畳
乳
母
、
若
離
轟
畳
性
一
期
無
昌
不
　
輿
」
と
働
き
、
そ
の
他
或
は
「
三
界
虚
儒
、
唯
心
所
レ

　
作
話
と
言
ひ
或
は
』
切
分
別
曹
即
分
昌
粗
製
心
哨
心
不
レ
見
レ
心
無
昌
相
可
ウ
得
」
と
述
べ
、
或
は
「
是
故
一
切
法
如
轟
鏡
中

　
像
磁
描
覇
瞠
可
7
得
、
唯
心
虚
妄
、
」
と
穿
い
て
を
る
。
香
れ
實
に
雨
者
共
に
唯
心
哲
學
の
豊
漁
到
達
す
べ
き

　
同
一
見
地
を
示
し
尤
も
の
で
あ
る
。
、



　
起
信
哲
學
を
聖
心
と
す
る
研
究
な
ら
ば
、
紛
多
く
の
論
ず
べ
き
問
題
が
残
さ
れ
て
を
る
け
れ
ど

も
、
先
き
に
言
つ
疫
如
く
、
本
篇
研
究
の
目
的
と
す
る
所
は
奥
義
書
と
起
信
論
と
の
思
想
的
蓮
絡
を

索
め
む
と
す
る
に
在
る
か
ら
、
以
上
論
じ
來
つ
だ
所
ば
野
球
の
根
本
思
想
の
申
最
も
．
多
く
類
同
せ

る
瓢
を
指
摘
し
π
に
止
っ
て
を
る
。
　
こ
の
外
な
ほ
二
者
の
近
似
せ
る
愚
想
は
勘
く
な
い
。
が
併

し
上
述
し
忍
所
に
依
っ
て
、
大
略
奥
義
書
と
起
至
論
と
が
そ
の
思
想
上
耳
あ
て
似
蓮
ひ
、
後
者
の
哲

學
禮
系
π
る
一
心
二
門
三
大
の
思
想
が
殆
ん
ど
皆
奥
義
書
の
影
響
に
依
っ
て
成
立
し
π
竜
の
で

あ
る
こ
と
が
會
得
出
家
π
と
思
ふ
。
若
し
果
し
て
起
信
哲
學
の
基
礎
が
奥
義
書
哲
學
に
よ
っ
て

構
成
せ
ら
れ
た
こ
と
が
至
聖
だ
と
す
れ
ば
、
起
信
論
は
漸
じ
て
支
那
撰
述
で
な
く
確
か
に
印
度
撰

麺
で
あ
る
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
（
完
結
）
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